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岡村考二 第 10回
クリスマス フルー トコンサー
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●年恒例となっている同村考二Cのクリスマスコンサー トか

20∝年 2月 3日に閂籠された 岡村氏は横浜を中心にコンサ

ートやフ|トトの指導を行なつておリ フアンも多く 会場 よ曲

が進むにつれてほぼ層席に近しヽ状態となつた

プログラムち誰も力鸞 きやすく馴染みやすいもの【ヽ 成されて

おり 曲間では氏自身が出の説明を行なoた プログラムには

詢目解説を掲磁している演奏会が多しヽがそれによ掲乾せす 取

えてステーシの上で電衆に語つかけることで 向村氏と聴衆が

一体になるような感じてめつた 0年のこのコンサー トを染しみ

にしている聴衆が多く見受けられるのは 貢者と聴果との垣根

のないロンリートFり そして民の人徳によるところが大きいの

で .・●し
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ろうか

l El目 から■の豊から響きが心地ょく 市¬ しを包み込んでい

く 向かの折り
=耳

にすることは多くても じoく りと展奏を露

く機会の少ない名腱たちが 同村Fのフルー トにようて 生き

生きと秦されていく

特に印象に残つたのは コーベー しの 「ソナタ 第2琶 1と ド

ップラーの 「八ンカリー田熙ll』 田Jの 2庄 フランスのエスプ

リ香るコーベールでは燿じやかな晋こ とこかしら懐かしさを感

じさせる ドップラーでは菫厚感のある響き と全く違う首色が要

求されるこの山 .・ 対比つけるように見事に吹き分けていた
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